
東
海
道
線
全
通
前
後
に
沿
け
る
東
海
地
方
の
諸
相

|

|

清

水

市

を

中

心

と

し

浅

香

幸

雄

一
、
明
治
初
年
の
東
西
連
絡
幹
線
鉄
道
案

東海道線全通前後における東海地方の諸相

日
本
に
お
け
る
最
初
の
蒸
気
車
は
嘉
永
七
年
(
一
八
五
四
)
、
米
国
使
節
ペ
ル
リ
が
神
奈
川
へ
来
航
の
折
に
、
大
統
領
よ
り
の
進
献
物

①
 

の
中
に
み
ら
れ
、
ま
た
鉄
道
と
し
て
は
慶
応
元
年
(
一
八
六
五
)
長
崎
の
大
浦
海
岸
に
お
い
て
、
外
人
に
よ
っ
て
敷
設
さ
れ
た
が
、
そ
の

路
線
、
使
用
車
鞠
な
ど
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
し
ら
れ
て
い
な
い
。
輸
送
機
関
と
し
て
は
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
九
月
一
二
日
の
東
京

横
浜
聞
の
開
通
が
最
初
で
あ
り
、
清
水
市
域
に
お
い
て
開
通
し
た
の
は
、

明
治
二
二
年

(
一
八
八
九
)

二
月
一
日
で
あ
っ
た
。

明
治
新

政
府
が
、
鉄
道
建
設
の
基
本
方
針
と
し
た
国
営
を
採
用
し
た
の
は
、
新
ら
し
い
輸
送
方
法
に
よ
っ
て
経
済
の
発
達
を
は
か
る
ば
か
り
で
な

く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
統
一
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
鉄
道
建
設
に
た
い
し
て
は
西
郷
隆
盛
、
黒
田
清
隆

な
ど
が
反
対
し
た
が
、
大
隈
重
信
は
「
道
路
の
険
悪
不
便
な
る
、
此
の
如
く
し
て
修
繕
す
る
所
な
く
ん
ば
、
個
々
分
裂
し
た
る
大
小
の
藩

々
を
統
率
す
る
に
甚
だ
困
難
な
る
も
の
あ
ら
ん
。
特
に
封
建
の
制
度
を
打
破
し
て
政
令
を
一
途
に
出
で
し
む
る
こ
と
は
、
か
く
道
路
の
険

②
 

悪
不
便
に
し
て
到
底
出
来
得
ぺ
き
に
あ
ら
ず
:
:
:
」
と
鉄
道
の
効
果
を
強
調
し
た
。
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
国
営
鉄
道
の
方
針
が
き
ま

5 

る
と
、
東
京
と
京
都
(
東
西
両
京
)
を
結
ぶ
幹
線
鉄
道
と
し
て
東
海
・
中
山
両
道
の
う
ち
い
ず
れ
を
と
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
調
査
が
、
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翌
三
年
六
月
か
ら
土
木
司
員
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
、
翌
四
年
一
月
に
「
東
海
道
筋
巡
覧
書
」
の
名
を
も
っ
て
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は

東
海
道
鉄
道
の
路
糠
は
横
浜
(
現
桜
木
町
)
|
日
野
(
大
岡
川
上
流
)
!
大
磯
|
国
府
津
|
平
山
|
竹
之
下
|
沼
津
|
吉
原
|
岩
淵
1

静

岡
(
宇
津
谷
峠
を
避
け
る

)
l石
部
海
岸
|
藤
枝
1

金
谷
原
1

牛
淵
|
掛
川
!
見
付

l
浜
松
|
(
舞
阪
と
気
賀
の
い
ず
れ
を
通
る
か
未
定
)

@
 

l
二
川
|
豊
橋
|
御
油
岡
崎
|
鳴
海
|
名
古
屋
|
(
以
下
現
路
線
に
同
じ
)
米
原
|
京
都
!
大
阪
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
幹

線
鉄
道
と
し
て
東
海
道
、
中
山
道
の
い
ず
れ
を
と
る
か
に
つ
い
て
は
「
方
今
東
京
ヨ
リ
神
戸
表
蒸
気
通
船
往
返
自
在
ニ
相
成
、
且
東
海
道

ハ
運
送
便
利
之
地
多
ク
候
問
、
鉄
道
取
開
相
成
候
上
、

一
時
運
送
ハ
海
陸
不
絶
並
ヒ
行
ハ
レ
可
申
哉
難
窮
知
候
得
共
、
当
時
商
売
ノ
形
勢

ヲ
以
相
窮
候
へ
ハ
、
極
々
高
価
或
ハ
至
急
之
品
物
之
外
ハ
運
賃
下
直
ノ
方
ニ
多
分
積
送
リ
可
申
、
且
又
東
海
道
築
造
御
入
費
ハ
莫
大
之
儀

芳
以
東
京
ヨ
リ
木
曽
中
山
道
鉄
道
御
取
立
相
成
候
方
御
専
要
奉
存
候
、
大
地
勢
碇
ト
是
窮
候
ニ
ハ
無
御
座
候
ヘ
ト
モ
、
東
海
道
ノ
御
入
費

@
 

ニ
テ
多
分
出
来
可
申
奉
存
候
:
:
:
(
後
略
)
」
と
中
山
道
鉄
道
案
が
支
持
さ
れ
た
。
ま
た
同
年
四
月
か
ら
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
招
い
て
い
た
建

築
師
長
ボ
イ
ル
は
二
回
に
わ
た
っ
て
中
山
道
を
調
査
し
、

「
東
京
西
京
間
線
路
ノ
道
筋
ヲ
援
出
ス
ル
ニ
当
リ
、
該
線
路
ハ
東
海
道
ヲ
通
過

ス
ヘ
キ
ャ
、
或
ハ
中
山
道
ヲ
伝
行
ス
ヘ
キ
ヤ
ノ
疑
問
ハ
正
ニ
氷
解
シ
、
即
チ
中
山
道
ヲ
以
テ
適
当
ノ
地
ト
決
定
セ
リ
、
其
故
如
何
ト
ナ
レ

パ
、
東
海
道
ハ
長
延
ナ
ル
道
路
全
国
中
最
良
ノ
地
ニ
シ
テ
、
共
道
筋
一
般
海
浜
ニ
接
近
シ
、
又
中
山
道
ノ
地
形
タ
ル
ヤ
之
ニ
反
シ
テ
、
道

地
ヲ
開
化
結
合
シ
、

路
凶
悪
或
ハ
欠
亡
シ
タ
ル
所
ア
リ
テ
運
輸
ニ
、
甚
タ
不
便
ナ
ル
地
方
ナ
ル
カ
故
ニ
、
之
ニ
鉄
道
ヲ
延
布
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
実
ニ
広
大
ナ
ル
荒

@
 

ヨ
リ
ノ
往
復
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
ナ
リ
」
と
明
治
九
年

加
之
両
都
及
両
海
浜
(
日
本
海
沿
岸
と
太
平
洋
沿
岸
)

(
一
八
七
六
)
九
月
の
上
申
書
に
お
い
て
も
中
山
道
案
を
支
持
し
た
。

二
、
東
海
道
鵠
の
開
通



a 

東
海
道
鉄
道
を
幹
線
に
変
更

こ
う
し
て
明
治
一
一
年
(
一
八
七
八
)
八
月
に
は
京
都
|
大
津
聞
が
起
工
さ
れ
、
長
浜
l
関
ケ
原
|
(
大
垣
|
岐
阜
)

へ
伸
び
、
関
東
で

は
同
一
三
年
(
一
八
八

O
)
に
上
野
前
橋
聞
の
工
事
命
令
が
だ
さ
れ
、

一
五
年
(
一
八
八
二
)
六
月
よ
り
日
本
鉄
道
会
社
線
と
し
て
起

工
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
年
(
一
八
八
六
)
に
鉄
道
局
長
官
の
井
上
勝
は
「
中
山
道
鉄
道
ノ
竣
功
今
後
七
八
年
ヲ
要
ス
ル
ニ
反
シ
、
東

海
道
ハ
歳
月
其
半
ヲ
要
セ
ズ
」
さ
ら
に
「
中
山
道
ノ
竣
功
今
後
七
八
年
ヲ
要
ス
ト
ハ
、
識
者
ノ
誹
議
ヲ
顧
ミ
ス
、
非
常
ノ
短
縮
ヲ
加
へ
最

少
年
限
ヲ
示
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
東
海
道
ハ
之
ニ
反
シ
三
四
年
ノ
仮
定
ハ
尚
ホ
短
縮
シ
得
ベ
キ
見
込
ナ
キ
ニ
非
ズ
」
と
の
意
見
書
を
閣

議
に
だ
し
た
。
政
府
は
同
年
七
月
一
九
日
に
「
中
山
道
鉄
道
敷
設
ヲ
令
シ
、
更
ニ
工
事
ヲ
東
海
道
ニ
起
シ
、
中
山
道
鉄
道
公
債
募
集
金
ノ

東海道線全通前後における東海地方の諸相

現
在
残
額
ヲ
転
シ
テ
、
之
ヲ
東
海
道
工
事
に
使
用
ス
ヘ
キ
コ
ト
」
を
公
示
し
、
鉄
道
局
長
官
に
す
み
や
か
に
工
事
に
着
手
す
べ
き
こ
と
を

訓
令
し
た
。
鉄
道
局
は
横
浜
|
沼
津
間
と
沼
津
熱
田
聞
に
一
一
区
分
し
、
同
一
九
年
(
一
八
八
六
)
末
に
は
線
路
が
確
定
し
、
翌
年
の
初

@
 

年
か
ら
全
線
に
わ
た
っ
て
着
工
し
た
。
清
水
市
域
が
含
ま
れ
る
第
二
工
事
区
は
南
清
技
師
の
担
当
で
あ
っ
た
。
江
尻
に
は
鉄
道
局
の
出
張

所
が
設
け
ら
れ
、
江
尻
波
止
場
は
建
設
資
材
の
揚
陸
揚
に
指
定
さ
れ
た
。

路
線
決
定
後
、

わ
ず
か
な
期
間
で
完
成
し
た
東
海
道
線
は
多
く
の
人
夫
を
要
し
た
。
そ
の
た
め
「
茶
探
職
人
や
人
力
車
夫
ま
で
が
収
入

の
多
い
線
路
工
夫
に
早
変
り
」
し
て
茶
時
を
ひ
か
え
た
関
係
者
た
ち
を
狼
狽
さ
せ
た
。
そ
れ
に
つ
れ
て
茶
屋
、
旅
寵
屋
、
料
理
飲
食
臣
、

温
泉
、

は
て
は
貸
座
敷
に
い
た
る
ま
で
「
鉄
道
工
夫
お
よ
び
土
方
等
が
多
く
入
り
こ
み
で
毎
夜
大
繁
昌
を
極
め
、
各
楼
と
も
お
客
だ
ヨ

I

ス
ッ
チ
ャ
ン
鈍
突
の
音
絶
ゆ
る
隙
な
し
」
で
あ
っ
た
。
人
夫
賃
は
五
割
高
に
も
な
っ
た
が
「
さ
れ
ど
他
の
客
と
で
は
雨
夜
の
星
に

①
 

て
、
皆
鉄
道
係
り
の
土
臭
き
人
々
の
み
な
り
」
と
当
時
の
新
聞
は
っ
た
え
て
い
る
。
こ
の
値
上
り
相
場
を
人
は
呼
ん
で
「
鉄
道
相
場
」
と

の古戸、

7 

い
っ
た
。
だ
が
そ
れ
も
開
通
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
東
海
道
線
が
開
通
す
る
と
、
静
岡
県
民
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
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そ
の
と
き
の
鉄
道
の
開
通
に
よ
る
静
岡
県
民
の
気
持
は
不
安
と
期
待
が
い
り
ま
じ
っ
て
い
た
。
豊
田
郡
選
出
の
静
岡
県
会
議
員
西
尾
伝

蔵
は
「
鉄
道
敷
設
前
に
あ
り
て
は
県
下
第
一
の
良
港
は
清
水
な
る
べ
し
と
躍
も
、

一
度
鉄
路
の
便
を
聞
き
、
東
海
道
線
の
貫
通
す
る
に
至

ら
ば
本
県
の
物
産
は
数
時
聞
に
達
せ
ず
横
浜
に
輸
出
す
る
に
至
る
べ
し
、
京
浜
の
人
物
も
数
時
間
を
出
ず
し
て
来
る
べ
し
、
宣
管
に
清
水

@
 

港
に
の
み
拠
る
も
の
な
ら
ん
や
」
と
鉄
路
の
利
益
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
庵
原
郡
選
出
の
県
会
議
員
高
田
潤
作
は
「
清
水
港
の
地
景

た
る
や
東
海
の
一
大
名
区
に
し
て
県
下
三
州
の
中
央
に
位
し
、
近
来
鉄
道
の
敷
設
に
依
り
、
其
停
車
場
は
則
ち
東
海
道
鉄
道
中
央
本
部
の

位
置
を
占
め
、
帆
橋
の
林
立
、
商
会
の
時
集
日
に
日
に
其
繁
美
を
加
え
、
又
軍
艦
の
碇
泊
、
海
運
の
便
宜
、
戸
口
の
増
殖
、
魚
塩
の
利
潤

等
今
年
は
去
年
に
倍
し
て
、
而
し
て
昔
日
蓋
霞
蒼
々
た
り
し
の
漁
村
も
、
今
日
は
車
馬
紛
々
た
る
の
市
街
と
変
ぜ
り
、
由
是
観
之
、
他
年

外
国
と
条
約
改
正
の
挙
行
あ
る
上
に
於
て
は
、
果
し
て
仮
開
港
場
た
る
べ
き
を
信
ず
る
な
り
、
況
ん
や
甲
信
二
州
の
鉄
道
の
連
絡
す
る
あ

ら
ば
、
該
港
に
陸
運
上
幾
多
の
関
係
を
来
す
あ
る
べ
き
や
」
と
明
治
一
九
年
(
一
八
八
六
)
三
月
静
岡
県
庁
を
清
水
へ
移
転
す
べ
し
と
提

@
 

案
書
に
の
べ
て
い
る
。
西
尾
、
高
回
両
県
会
議
員
の
発
言
は
ま
さ
に
清
水
、
江
尻
の
港
湾
関
係
者
の
鉄
道
開
通
へ
の
期
待
と
不
安
を
あ
ら

わ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
の
末
に
は
県
会
議
長
丸
尾
文
六
は
県
会
の
決
議
と
し
て
「
東
海
道
鉄
道
線
路
ノ
如
キ
既
ニ
工
事
ニ
着
手

セ
ラ
レ
シ
ヨ
リ
、
其
敷
設
竣
功
ノ
期
モ
蓋
シ
近
キ
ニ
之
ア
ル
ベ
シ
、
果
シ
テ
目
下
万
般
ノ
面
目
ヲ
一
新
ス
ル
ハ
勿
論
ニ
シ
テ
、
郡
役
所
位

⑬
 

置
ノ
如
キ
モ
亦
、
自
ラ
変
動
ヲ
来
ス
ベ
キ
ハ
勢
ヒ
免
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
処
ナ
リ
」
と
鉄
道
の
影
響
が
郡
役
所
の
位
置
に
ま
で
お
よ
ぶ
こ
と
を

県
知
事
に
の
べ
て
い
る
。

一
方
、
牧
ノ
原
や
小
笠
丘
陵
附
近
の
農
村
で
は
「
団
地
に
潰
れ
地
が
多
く
出
、
職
業
を
失
い
生
活
難
を
来
す
」
と
い
う
の
で
毎
日
神
社

に
参
拝
し
て
神
の
力
に
よ
っ
て
鉄
道
を
お
し
止
め
よ
う
と
し
た
よ
う
な
話
も
あ
っ
た
吻

b 

清
水
付
近
に
お
け
る
鉄
道
駅
の
位
置



港
町
清
水
は
鉄
道
駅
の
誘
致
に
も
っ
と
め
た
。
す
な
わ
ち
、
東
海
道
線
の
決
定
さ
れ
る
以
前
の
八
月
に
、
清
水
町
は
、
東
海
道
線
の
停

車
場
を
も
あ
わ
せ
設
け
て
、
海
陸
両
様
の
要
地
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
明
治
以
後
に
お
け
る
町
民
の
協
力
に
よ
る
清
水
波
止
場
の
築

造
と
巴
川
上
に
港
橋
、
富
士
見
橋
の
架
設
、
電
信
分
区
設
置
へ
の
献
金
の
と
と
を
あ
げ
「
我
清
水
人
民
斯
ノ
如
ク
港
湾
便
利
ヲ
企
画
シ
、

共
事
ニ
汲
々
タ
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
、
内
耕
転
ノ
田
圃
ナ
ク
、
外
採
樵
ノ
山
林
ナ
ク
、
住
民
、
生
業
港
湾
ニ
依
ラ
サ
レ
パ
糊
口
其
途
ヲ
失
ス

ル
」
か
ら
「
海
運
ノ
至
便
タ
ル
概
、
不
前
述
ノ
如
ク
然
リ
、
之
ニ
反
シ
陸
路
運
搬
上
ニ
至
テ
ハ
其
便
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
ト
雄
モ
、
是
ヲ
海
運
ニ

比
ス
レ
パ
自
然
隔
靴
掻
痔
ノ
感
ナ
キ
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
今
回
東
海
道
鉄
道
布
設
発
令
ア
ル
ャ
、
我
清
水
人
民
ハ
勿
論
、
常
ニ
蕊
ニ
注
目

ス
ル
ノ
徒
ハ
、
実
ニ
大
早
ノ
雲
寛
ニ
菅
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
、
因
テ
ハ
該
停
車
場
当
町
海
岸
へ
御
設
置
被
成
下
度
、
右
停
車
場
敷
地
ニ

東海道線全通前後における東海地方の諸相

関
ス
ル
人
民
所
有
ニ
シ
テ
担
当
ノ
個
所
ハ
速
ニ
之
ヲ
献
納
」
す
る
が
「
然
ル
上
ハ
、
海
ニ
汽
船
ノ
便
ア
リ
テ
陸
ニ
火
輪
車
ノ
利
ヲ
得
、
海

陸
両
ツ
ナ
ガ
ラ
完
備
セ
パ
、
独
リ
清
水
人
民
ノ
健
倖
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
公
衆
ノ
便
宜
便
益
タ
ル
又
一
広
大
」
で
あ
る
と
、
回
漕
業
者
と
地
主

を
は
じ
め
当
時
の
全
清
水
の
有
力
者
を
網
羅
し
て
誘
致
運
動
を
し
た
吻

ま
た
翌
二

O
年
(
一
八
八
七
)
五
月
の
「
今
般
鉄
道
御
布
設
ニ
付
、
有
度
郡
入
江
町
字
浜
田
耕
地
ヘ
停
車
場
御
取
可
相
成
哉
ノ
趣
ヲ
以

テ
、
街
用
地
被
仰
出
、
且
新
道
開
設
等
予
メ
計
画
可
致
旨
、
郡
街
の
御
諭
達
ニ
基
キ
爾
来
右
事
業
ニ
関
シ
準
備
等
罷
在
候
処
、
爾
今
停
車

⑬
 

場
位
置
御
確
定
ノ
御
沙
汰
」
あ
る
よ
う
に
と
も
陳
情
し
た
。
江
尻
停
車
場
は
は
じ
め
入
江
町
の
若
宮
八
幡
の
近
傍
に
決
め
ら
れ
、
用
地
は

約
一
万
坪
で
一
時
地
均
工
事
に
着
手
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
「
近
頃
伝
ふ
る
風
説
に
よ
れ
ば
(
江
尻
駅
敷
地
は
)
鉄
道
局
出
張
所
と
合
併
す

@
 

る
と
の
と
と
な
れ
ば
事
実
如
何
」
と
そ
れ
に
疑
問
を
も
ち
出
さ
れ
、

「
従
来
、
両
町
(
江
尻
、
入
江
)
ノ
義
ハ
人
民
多
ク
ハ
商
業
ヲ
以
テ

⑮
 

生
計
相
営
罷
在
候
問
、
停
車
場
位
置
ノ
模
様
ニ
依
リ
、
商
業
ノ
繁
閑
ニ
関
係
不
少
候
」
で
あ
る
か
ら
と
の
陳
情
を
し
た
。
そ
れ
が
効
を
奏

9 

し
て
か
江
尻
が
翌
二
一
年
(
一
八
八
八
)
二
月
に
懸
案
と
な
っ
て
い
た
沼
津
|
中
之
郷
(
岩
淵
)
聞
の
諸
駅
や
、
興
津
、
静
岡
(
栄
町
)
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な
ど
と
と
も
に
駅
に
決
定
さ
れ
た
。
江
尻
駅
は
鉄
道
局
の
出
張
所
に
つ
づ
き
、
江
尻
宿
の
中
心
部
(
志
茂
町
通
り
|
現
清
水
銀
座
)
と
江

尻
波
止
場
と
の
中
間
地
区
に
設
置
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
と
の
経
過
に
つ
い
て
「
静
岡
県
議
会
史
」
は
「
江
尻
は
静
岡
県
下
唯
一
の
大
停
車

場
と
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
地
元
の
反
対
に
遭
っ
て
ケ
チ
な
停
車
場
が
出
来
上
斗
っ
た
と
か
い
て
い
る
。

ま
た
、
東
海
道
線
の
駅
舎
位
置
の
決
定
を
ま
え
に
明
治
二
一
年
(
一
八
八
八
)

一
月
、
東
京
駅
伝
会
社
は
い
ち
は
や
く
今
回
東
海
道
鉄

道
線
路
落
成
に
際
し
、
同
道
筋
各
地
の
物
貨
を
一
手
に
引
き
受
け
、
運
搬
の
業
務
を
誠
実
に
相
営
む
の
目
的
を
も
っ
て
、
静
岡
市
紺
屋
町

一
O
六
番
地
に
東
京
駅
伝
会
社
の
分
社
を
設
立
し
、

@
 

ん
」
と
の
株
主
募
集
の
広
告
を
だ
し
た
。
静
岡
県
下
の
停
車
場
所
在
地
に
分
社
、
支
社
も
し
く
は
出
張
所
、
荷
物
取
扱
所
等
を
設
置
す
る
計

一
株
二

O
円
に
て
こ
五

O
O株
を
募
り
、
常
に
本
社
と
気
脈
を
通
じ
て
本
日
開
業
せ

画
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
東
海
道
線
の
開
通
後
に
鉄
道
輸
送
貨
物
の
一
手
取
扱
を
ね
ら
っ
た
運
輸
企
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
一

O
月
に
日

本
駅
伝
会
社
は
「
今
回
静
岡
市
日
本
駅
伝
会
社
を
東
京
に
移
し
」
委
員
長
に
は
発
起
人
の
飯
山
正
秀
氏
、
そ
の
他
を
あ
て
た
。
東
京
本
社

並
に
東
京
市
内
の
営
業
は
一
二
月
よ
り
開
始
し
、
其
他
各
道
は
開
業
毎
に
新
聞
紙
を
以
っ
て
広
告
し
、
営
業
業
務
と
し
て
は
内
外
荷
物
の

運
輸
、
小
荷
物
逓
送
、
現
金
の
送
達
、
取
次
用
使
、
そ
の
他
付
帯
業
務
を
あ
わ
せ
た
陸
運
一
般
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
新
本
社
は
東
京
銀
座

一
丁
目
に
、
支
社
を
静
岡
駅
前
、
出
張
屈
を
東
京
新
橋
駅
前
、

日
本
橋
之
浜
町
(
西
縁
川
岸
)
横
浜
尾
上
町
六
丁
目
に
お
い
た
。
こ
う
し

た
動
き
の
な
か
に
東
海
道
線
の
工
事
中
ま
た
開
通
後
に
、
江
尻
駅
前
に
は
清
水
の
回
漕
業
者
鈴
与
回
漕
屈
と
青
木
運
送
屈
が
支
屈
を
開
設

し
て
い
た
。

C 

東
海
道
線
の
開
通

清
水
市
域
に
は
江
尻
と
興
津
に
駅
舎
が
も
う
け
ら
れ
た
。
明
治
二
二
年
(
一
八
九
六
)
二
月
一
日
に
は
じ
め
て
汽
車
が
清
水
市
域
を
は

し
っ
た
。
沿
線
に
は
客
車
の
通
行
を
見
物
せ
ん
と
男
女
お
び
た
だ
し
く
あ
つ
ま
り
「
駅
は
い
ず
れ
も
緑
門
ま
た
は
球
燈
の
設
け
な
ど
あ
り
、



江
尻
駅
に
て
も
又
数
発
の
花
火
を
あ
げ
」
て
そ
の
開
通
を
よ
ろ
こ
ん
だ
吻
し
か
も
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
期
間
だ
っ
た
が
興
津
駅
に
は
急
行
も

と
ま
っ
た
。
当
時
は
一
日
に
二
往
復
で
あ
っ
た
が
、
同
四
月
一
六
日
の
静
岡
l
浜
松
聞
の
開
通
後
は
新
橋
と
長
浜
か
ら
毎
日
一
回
、

ほ
カミ

に
新
橋
l
名
古
屋
問
、
新
橋
|
静
岡
聞
が
各
一
往
復
し
て
い
た
。
そ
し
て
江
尻
と
興
津
の
両
駅
で
は
上
り
、
下
り
と
も
毎
日
各
々
三
回
発

諸
相
し
て
い
た
。
そ
れ
が
同
二
四
年
(
一
八
九
一
)
五
月
(
同
年
一
月
改
正
)
の
汽
車
時
刻
表
、
乗
車
賃
金
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
新

橋
江
尻
聞
が
六
時
間
二

O
分
l
六
時
間
四

O
分
余
で
現
在
の
約
一
、
五
倍
を
要
し
た
。
料
金
は
二
二
年
(
一
八
八
九
)
七
月
の
新
橋
|

神
戸
聞
の
全
通
の
折
に
日
本
経
済
は
不
況
の
た
め
改
正
し
た
の
で
、

上
、
中
、
下
の
三
等
に
わ
け
、
下
等
は
一
マ
イ
ル
(
約
一
、
六
キ

東海道線全通前後における東海地方の諸相

ロ
)
に
つ
き
一
銭
と
し
、
中
等
は
そ
の
二
倍
、
上
等
は
そ
の
三
倍
と
し
た
。
新
橋
1

江
尻
聞
が
下
等
が
一
円
一
三
銭
で
あ
り
、
当
時
の
米
価

か
ら
換
算
す
る
と
(
名
古
屋
市
場
で
は
二
四
年
の
石
当
り
年
平
均
は
六
円
七
五
銭
で

C
、

一
六
七
石
)
現
在
の
約
二

0
0
0円
に
あ
た
っ

た
。
そ
の
た
め
当
時
よ
く
「
汽
車
は
ぜ
い
た
く
で
高
根
の
花
だ
」
な
ど
と
い
わ
れ
た
c

ま
た
鉄
道
は
手
小
荷
物
や
貨
物
も
取
扱
っ
た
が
、

明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
九
月
の
鉄
道
貨
物
達
送
補
則
や
賃
銭
表
(
太
政
官
三
一
六
号
達
)
や
同
七
年
二
一
月
の
小
荷
物
達
送
規
則
に
よ

っ
た
。
三
一
年
一
一
月
に
改
正
が
あ
り
東
西
区
々
で
あ
っ
た
の
を
統
一
し
た
。
手
荷
物
は
旅
客
の
車
内
へ
の
持
込
は
無
賃
で
あ
っ
た
が
、

と
の
ほ
か
一
斤

(
O、
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
)
ご
と
に
賃
銭
の
支
払
を
受
け
た
。
通
常
小
荷
物
は
最
低
賃
銭
を
五
銭
と
し
、
こ
わ
れ
や
す
い
物

品
や
嵩
高
品
は
一

O
銭
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
鉄
道
は
な
れ
ぬ
仕
事
、
小
荷
物
、
大
荷
物
を
山
積
に
し
て
、
製
茶
期
を
ひ
か
え
て
静
岡
か
ら

横
浜
ま
で
の
荷
物
輸
送
に
は
数
日
を
つ
い
や
し
た
。
静
岡
大
務
新
聞
は
「
汽
車
は
汽
船
よ
り
も
不
便
」
と
の
み
だ
し
を
か
か
げ
、

「
東
海

道
鉄
道
は
漸
く
開
通
せ
り
、
先
づ
嬉
し
ゃ
と
人
民
歓
呼
の
真
ン
中
に
予
輩
が
汽
車
に
対
す
る
不
便
の
事
実
を
列
挙
」
す
れ
ば
、
郵
便
物
の

上
卸
し
に
精
密
さ
と
、
荷
物
の
運
送
が
迅
速
で
な
い
。
停
車
場
の
勤
務
者
は
役
員
と
い
っ
て
も
、
乗
車
人
は
客
で
あ
る
か
ら
そ
の
待
遇
を

11 

大
切
に
す
る
こ
と
を
う
っ
た
え
た
。
あ
る
い
は
「
鉄
道
せ
ん
ろ
区
域
へ
人
民
み
だ
り
に
立
入
儀
は
不
相
成
筋
な
る
に
、

ち
か
ご
ろ
鉄
条
の
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上
へ
木
石
等
並
置
す
る
も
の
あ
る
ゃ
に
相
問
、
右
は
列
車
通
過
の
妨
害
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
之
が
為
機
関
車
破
損
或
は
転
覆
の
程
も
は

か
り
が
た
く
、
実
に
危
険
義
に
有
之
、
今
よ
り
右
様
の
所
業
無
之
様
父
兄
に
て
篤
く
子
弟
等
に
申
諭
す
べ
し
」
と
の
諭
達
を
安
部
郡
長
近

⑬
 

藤
弘
は
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
五
月
二
七
日
に
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
鉄
道
の
路
床
や
橋
架
は
堅
固
で
な
く
、
夏
の
降

雨
増
水
に
際
し
て
崩
壊
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
東
海
道
全
通
の
翌
年
の
八
月
末
に
興
津
の
橋
架
(
浦
安
橋
)
が
二

O

間
ば
か
り
流
失
し
て
、
八
月
三
一
日
か
ら
一
一
月
一
九
日
ま
で
は
八
一
日
の
あ
い
だ
運
転
が
中
断
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
吻

三
、
東
海
道
線
全
通
後
の
清
水
港

a 

全
通
前
の
清
水
の
港
勢

当
時
清
水
港
の
後
背
地
と
し
て
は
静
岡
県
下
一
帯
と
富
士
川
や
駿
甲
往
還
に
そ
う
甲
信
地
方
が
あ
っ
た
。
鰍
沢
の
名
取
善
十
郎
は
明
治

@
 

一
一
年
(
一
八
七
八
)
に
貨
附
商
会
と
称
す
る
商
人
の
物
品
を
抵
当
と
す
る
金
融
業
を
は
じ
め
、
清
水
、
蒲
原
、
静
岡
は
そ
の
支
屈
の
設
置

場
所
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
清
水
港
の
入
船
量
は
ふ
え
た
も
の
の
「
昨
日
横
浜
よ
り
入
港
の
清
川
丸
は
本
日
横
浜
へ
出
帆
予
定
の
と

@
 

こ
ろ
、
烈
風
で
抜
錨
延
刻
す
る
や
も
知
れ
ず
」
の
状
態
で
あ
っ
た
。
と
の
事
情
を
し
っ
て
い
た
静
岡
県
県
会
議
員
岡
田
良
一
郎
は
明
治
一

九
年
(
一
八
八
六
)
一
二
月
の
議
会
で
、
「
静
岡
は
米
な
り
、
茶
な
り
、

⑧
 

適
当
な
方
法
あ
ら
ざ
る
べ
し
」
と
発
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
か
つ
て
の
静
岡
県
下
の
港
は
製
茶
期
に
な
る
と
見
附
・

其
物
産
随
分
砂
か
ら
ず
国
を
富
ま
す
の
は
清
水
を
改
修
す
る
他
に

掛
川
な
ど
の
茶
荷
物
は
城
之
腰
(
焼
津
)
に
あ
つ
め
ら
れ
た
。
遠
州
牧
ノ
原
の
新
茶
は
地
頭
方
・
須
々
木
・
相
良
・
静
波
・
細
江
な
ど
の

湊
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
浜
松
で
は
浜
名
湖
か
ら
横
浜
港
へ
の
定
期
航
路
が
ひ
ら
か
れ
、
清
水
港
と
競
争
し
た
が
あ
え
な
い

@
 

敗
北
を
き
っ
し
て
し
ま
っ
た
。



こ
う
し
た
清
水
の
発
展
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
な
「
静
岡
県
庁
」
の
移
転
の
候
補
地
に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
さ
え
な
っ
て
い
た
。
さ
ら

に
そ
れ
を
た
か
め
た
も
の
は
東
海
道
線
の
全
通
で
あ
っ
た
。
清
水
の
鈴
木
与
平
は
明
治
二

O
年
(
一
八
八
七
)
に
「
弊
庖
儀
、
先
キ
ニ
鉄

道
局
貨
物
運
送
方
御
用
被
命
、
江
尻
新
波
止
場
ニ
支
庖
ヲ
設
ケ
事
務
取
扱
来
ル
処
、
今
回
該
地
ニ
倉
庫
ヲ
新
設
シ
、
米
穀
食
塩
諸
物
品
ノ

売
買
並
ニ
、
東
京
横
浜
大
阪
各
国
輸
出
入
貨
物
運
搬
ニ
従
事
シ
、
荷
貨
及
為
替
等
低
廉
ヲ
旨
ト
シ
テ
取
扱
」
と
の
広
告
を
だ
し
て
、
新
た

⑧
 

に
業
務
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
後
天
野
田
漕
居
、
青
木
運
送
屈
な
ど
も
江
尻
波
止
場
へ
進
出
し
た
。

東海道線全通前後における東海地方の諸相

一一総額

一一一輸出(移出)

ー』ーー輸入(移入)

数字は金額輸入額には( )をつけてあ忍

清水浴

13 

万円
1ω。

第 1図東海道線全通前後における清水，下回，

焼津各港の貿易額(明治13-26年)

b 

全
通
後
の
清
水
港
と
移
出
入
貿
易

清
水
港
は
輸
出
入
(
厳
密
に
は
移
出
入
)
額

は
、
東
海
道
線
開
通
前
は
二
八

O
余
万
円
だ
っ

た
の
が
、
開
通
後
の
明
治
二
三
、
四
年
(
一
八

九
O
I
一
)
に
は
三
分
の
一
に
激
減
し
て
し
ま

っ
た
(
第
1
図
)
。
輸
入
(
移
入
)
は
三
分
の

二
、
移
出
は
四
分
の
一
以
下
の
減
少
で
あ
っ

た
。
移
出
品
目
の
な
か
で
も
製
茶
や
漆
器
、
紙

な
ど
の
国
産
の
特
産
物
の
減
少
が
い
ち
じ
る
し

く
、
明
治
二
一
年
(
一
八
八
八
)
ま
で
の
移
出

超
過
港
が
移
入
超
過
港
へ
と
転
落
し
て
し
ま

っ
た
。

一
方
、
静
岡
県
で
清
水
港
に
つ
ぐ
焼
津
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港
も
明
治
二
三
年
の
貿
易
額
は
明
治
二
一
年
の
半
数
に
ち
か
い
減
り
か
た
を
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
ご
も
漸
次
衰
微
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
た
。
東
海
道
線
の
思
恵
に
直
接
浴
さ
な
か
っ
た
下
回
湊
で
は
、
清
水
港
が
活
気
に
あ
ふ
れ
で
い
た
明
治
一
八
年
か
ら
二

O
年
(
一
八
八

分
の
五
程
度
で
あ
っ
て
、
清
水
港
ほ
ど
の
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

五

t
八
七
)
に
か
け
て
貿
易
額
は
減
少
し
、
さ
ら
に
東
海
道
線
の
全
通
後
も
そ
の
傾
向
を
つ
づ
け
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
減
少
ぶ
り
は
六

清
水
港
の
移
入
品
に
つ
い
て
そ
の
推
移
を
た
ど
る
(
第
2
図
)
と
、
米
は
明
治
一
八
年
か
ら
へ
り
、
一
一
一
年
に
ふ
た
た
び
へ
っ
た
。
し

か
し
二
四
年
か
ら
は
上
向
線
を
た
ど
っ
た
が
、
移
出
も
同
年
か
ら
上
昇
し
て
い
る
(
第
3
図
)
。
食
塩
は
明
治
二
五
年
(
一
八
九
二
)
か

ω
万
円

。前
15年

第2図 東海道線全通前後における清水港の

移入額(価格)

50 

25 

ら
二
六
年
(
一
八
九
三
)
に
か
け
て
減
少
、

七
年
に
ふ
た
た
び
上
昇
し
て
い
た
。
こ
れ
に
た

い
し
て
、
米
と
同
様
移
出
は
二
四
年
(
一
八
九

一
)
か
ら
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
の
び
て
い

る
。
か
か
る
傾
向
は
清
水
港
の
出
入
船
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。
そ
の
点
砂
糖
の
場
合
も
大
同

小
異
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
数
字
が
し
め

す
も
の
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
ま
さ

に
明
治
前
半
期
に
お
げ
る
茶
業
の
勃
興
で
あ

り
、
日
本
の
茶
輸
出
欲
の
上
昇
ム

l
ド
と
一
致

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
カ

l
ブ
は
ま
さ
に
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第3図 東海道線全通前後における
清水港の移出額(価格)

現
清
水
市
域
(
庵
原

西
部
か
ら
安
倍
東

部
)
の
茶
生
産
の
上

昇
カ

l
ブ
と
も
一
致

し
て
い
る
の
で
中
の

る
。
幕
末
に
は
静
岡

以
東
で
横
浜
に
た
い

し
て
適
当
な
輸
出
港

湾
が
な
か
っ
た
た

め
、
諸
商
品
は
荷

車
、
牛
背
に
よ
っ
て

で
横
浜
ま
で
は
大
変
な
日
数
が
か
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
清
水
は
そ
の
な
か
で
一
番
よ
い
位
置
に
あ
っ
た
た
め
、
明
治
一
二
年
(
一
八
七

移
出
さ
れ
て
い
た
の

'23 

九
)
に
は
下
回
、
焼
津
よ
り
移
出
額
の
多
い
港
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
静
岡
の
内
国
輸
出
の
一
番
多
い
の
は
茶
で
、
内
国
輸
出
額
全
体

四
)
に
は
庵
原
・
江
尻
茶
業
組
合
も
成
立
し
て
横
浜
へ
の
売
込
み
先
が
固
定
し
は
じ
め
、

の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
た
。
だ
か
ら
清
水
港
の
は
た
す
役
割
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
一
七
年
(
一
八
八

一
層
そ
の
活
躍
の
舞
台
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

15 

こ
う
し
た
性
格
を
も
っ
清
水
港
が
内
国
貿
易
品
と
し
て
の
茶
と
と
も
に
米
、
砂
糖
、
塩
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
当
時
、
こ
の
港
が
い
ま
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だ
開
港
場
で
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
清
水
港
を
い
つ
ま
で
も
内
国
貿
易
の
仲
継
港
の
位
置
に
あ
ま
ん
じ
せ
し
め
て
い
た

の
で
は
あ
る
が
、
清
水
周
辺
の
茶
商
が
横
浜
の
茶
工
場
に
依
存
し
て
い
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
清
水

周
辺
の
地
主
が
当
時
最
大
の
商
品
で
あ
っ
た
米
の
生
産
に
そ
の
経
営
を
ゆ
だ
ね
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
東
海

道
線
の
全
通
の
影
響
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
一
定
の
地
域
市
場
が
鉄
道
の
駅
の
集
荷
に
よ
っ
て
と
わ

さ
れ
、
さ
ら
に
大
き
な
地
域
市
場
を
形
成
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
動
き
が
す
で
に
述
べ
た
行
政
区
域
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
さ
さ
え
た
の
は
あ
ら
た
に
登
場
し
て
き
た
米
作
を
中
心
に
し
た
地
主
で
あ
っ
た
c

C 

東
海
道
線
と
江
尻
駅
の
変
化

東
海
道
線
の
開
通
当
初
の
江
尻
駅
で
は
客
の
収
入
が
貨
物
の
そ
れ
よ
り
多
か
っ
た
が
、
明
治
二
五
年
(
一
八
九
二
)
か
ら
は
客
と
貨
物

の
収
入
が
だ
ん
だ
ん
接
近
し
て
き
た
。
す
で
に
港
の
発
達
の
と
こ
ろ
で
あ
げ
た
焼
津
の
駅
も
同
様
な
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。

一
方
、
興

津
で
は
、
静
岡
、
岩
淵
、
沼
津
諸
駅
な
ど
と
同
様
に
金
額
や
貨
客
高
に
は
差
が
あ
る
と
は
い
え
、
客
扱
の
ほ
う
が
貨
物
収
入
よ
り
も
圧
倒

的
に
大
き
か
っ
た
。
乗
降
客
の
数
は
全
般
的
に
み
て
明
治
二
七
年
(
一
八
九
四
)
と
ろ
か
ら
各
駅
と
も
に
増
加
し
て
い
く
が
、
と
く
に
静

岡
と
江
尻
の
両
駅
で
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
と
と
ろ
が
貨
物
に
な
る
と
各
駅
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
も
っ
て
い
た
。
静

岡
県
第
一
の
都
市
で
あ
っ
た
静
岡
は
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
入
荷
貨
物
が
出
荷
貨
物
よ
り
も
多
く
、
生
産
都
市
と
い
う
よ
り
も
消
費
都
市

の
性
格
を
明
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
と
れ
と
同
様
な
傾
向
を
し
め
し
た
の
は
岩
淵
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
静
岡
と
は
ち
が
っ
て
東
海
道

線
か
ら
甲
州
路
へ
の
分
岐
点
に
あ
た
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
岩
淵
が
甲
州
へ
の
仲
継
地
で
あ
っ
た
の
は
富
士
川
舟
運
の
終
点
に
あ
た
り
、

の
ち
に
駿
甲
鉄
道
の
開
設
運
動
の
さ
い
岩
淵
を
東
海
道
線
か
ら
駿
甲
鉄
道
へ
の
分
岐
点
に
し
よ
う
と
し
た
動
き
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ

る
。
こ
れ
に
反
し
て
出
荷
量
が
入
荷
量
よ
り
も
多
か
っ
た
の
は
港
の
あ
る
焼
津
と
江
尻
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
焼
津
と
清
水
が
物
資
の
仲
継
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地
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
年
を
お
っ
て
江
尻
駅
の
出
荷
と
入
荷
の
差
が
焼
津

駅
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
ひ
ら
い
て
い
く
の
は
さ
き
に
の
べ
た
焼
津
港
の
衰
退
を
か
え
り
み

る
な
ら
ば
、
焼
津
の
交
易
圏
の
縮
少
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
(
第
4
図
参
照
)
。
江
尻
、
清

水
か
ら
の
荷
の
大
半
は
酒
、
砂
糖
、
下
駄
、
瓦
な
ど
で
あ
っ
た
。
江
尻
駅
の
出
荷
の
増
加
は
清

水
港
の
哀
退
を
ま
ね
い
た
が
、
そ
れ
は
清
水
と
江
尻
の
交
易
圏
の
拡
大
と
な
り
、
鉄
道
と
港

を
結
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
運
を
う
み
、

つ
い
に
は
の
ち
に
清
水
と
江
民
の
合
併
を

招
来
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
に
つ
け
て
も
駅
を
中
心
に
急
速
な
集
荷
圏
が
形
成

さ
れ
て
い
き
、

そ
の
大
き
さ
は
ま
さ
に
後
背
地
の
大
き
さ
に
比
例
し
て
い
た
。
東
海
道
線
の

利
用
が
上
向
き
に
な
っ
た
、
明
治
二
七
年
(
一
八
九
四
)
に
は
沼
津
、
岩
淵
、
江
尻
、
静

岡
、
島
固
な
ど
の
諸
駅
の
出
入
荷
量
が
他
の
駅
を
圧
し
て
い
た
。
当
時
の
清
水
港
は
「
明
治

廿
二
年
東
海
道
線
開
通
ト
ナ
リ
、
凡
ソ
物
資
ノ
輸
送
ハ
皆
鉄
道
ニ
由
ル
ノ
傾
向
ト
ナ
リ
、
其

輸
送
力
ハ
一
時
海
運
ノ
交
通
ヲ
奪
却
シ
去
リ
シ
ヤ
ノ
観
ア
リ
テ
、
殊
ニ
其
打
撃
ヲ
被
リ
シ
ハ

我
清
水
港
ト
ス
、
然
レ
ト
モ
当
時
之
ヲ
挽
回
ス
ヘ
キ
ノ
策
ナ
ク
、
本
港
ハ
為
ニ
衰
微
ノ
非
境

@
 

ニ
沈
倫
シ
」
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
た
ん
に
清
水
ば
か
り
で
な
く
、
明
治
二
五

年
(
一
八
九
二
)
始
頃
に
は
「
東
海
道
鉄
道
の
開
通
以
来
、
海
業
に
及
ぼ
せ
る
事
、

一
方
な
ら

ざ
る
中
に
も
、
昨
今
に
殊
に
甚
だ
し
く
、

さ
き
に
神
戸
横
浜
聞
の
汽
船
乗
客
の
毎
日
往
復

四
百
名
平
均
に
下
り
し
こ
と
な
か
り
し
に
、
昨
今
は
漸
く
八
十

l
九
十
内
外
に
し
て
、
殆
ん



「蒲原運輸会社」・ 1月
岩淵 (500円)r拡迷会社出張所」・12月 「東海船業合資会社」・6月

「岩淵運送合資会社」・12月
由比町 (5000円)r魁運会社」・12月一一一一一 「久運送合資会社」

「蒲原運輸合資会社」・ 1月
「鈴)11運送合資会社」・5月
「静岡馬車合資会社」・11月
「江尻清水木材合資会社」・8月
「江尻倉庫株式会社」・7月

蒲原(1万5000円)r新水道会社」・1月「江尻運送合資会社J・11月
「富水会社」・3月一 「富士見座J・6月

富士川中ノ郷 (5000円)r運輸分社」・3月 「東海ホテルKKJ・8月
中ノ郷 (2000円)r便利会社」・6月

辻 (2万円)r丸変物産合資会社」・9月
「拡達分社」・4月

清水「博運会社」・8月一一一一一 一一一一一一一
辻(1万円)r共益合資会社」・8月

際岡村入山額 (2万4000円)r富士馬車鉄道会社」・6月
清水 (2000円)r清水船具合資会社」・6月

「波止場会社」・8月一 一一一一
静岡栄町 (6000円)r静岡運送KKJ・1月一一一一一一一一一

(8万円)I御殿場駅鉄道KKJ・6月
「内国通運KKJ・5月

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 

清水町346(500円)(清水)I供済回漕会社J・12月
沼久保村77貨物運搬「共有分社」・12月9日

蒲原宿jl754(運送業500円)I甲斐運会社分社」・11月14日
蒲原宿1773I横達会社出張所」・12月6日

静岡紺足IfIT116(3万円)I静岡運送会社J・7月22日
「運輸分社」・3月 (1万円)r静|肉牛馬貸付会社J・7月28日

沼津三枚橋田]"32(1240円)r斎藤運送会社」・10月
沼津市上土町(1000円)I勝海巡送会社」・10月
(清水)r静隆社」・2月一一一← ー

(5万300)~言土川中ノ郷 cl 万円) r富士連河会社」・5月 一一一一一一
中ノ郷 (500円)r命運送組」・

「堀留会社」・7月一一一 一
浜松「運輸会社出張所」・6月一一 一一一一 一一(1万500u円)

蒲原 (3760円)(7万円) 熱海 (55，524)r豆相人卒鉄道会社」・11月
池新田「鴻益社」・7月

七問問J1-9

5 4 3 2 1 

清水 (1800円H運輸会社」・1月

岩淵 (500円)I甲斐連分社」・6月

静岡

明治

(
叫
酬
と
息
長
長
岳
)

加也監
Q
4
4
側
賊
(
ゾ
肯
)
感
心
公
認
u
h
h
h
必
制
緩
同
町
円
一
μ

品
川
台
お
け
品
開
制
門
寸
寝
袋
思

w
m
H
総

αコ
.--< 



ど
其
三
分
の
一
と
な
れ
り
、
荷
物
は
至
急
を
要
す
る
も
の
の
外
は
、
汽
車
に
積
込
む
も
の
少
き
よ
り
、
其
割
合
に
は
減
少
せ
ざ
れ
ど
、
凡

そ
二
割
以
上
は
確
に
減
じ
た
り
」
と
っ
た
え
て
い
る
吻
ま
た
、
遠
州
の
大
田
川
の
河
口
港
で
あ
っ
た
現
在
磐
田
市
の
南
東
方
に
あ
た
っ
た

福
田
港
で
は
回
漕
業
の
環
洋
社
が
汽
船
二
隻
で
横
浜
港
と
の
輸
送
を
営
業
し
て
い
た
。
そ
し
て
平
年
の
茶
期
に
は
一
週
一
回
の
往
復
を
な

し
、
業
務
は
相
応
盛
ん
」
で
あ
っ
た
が
、
「
此
頃
は
閑
散
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
是
は
多
く
森
町
の
茶
は
袋
井
停
車

@
 

場
に
出
で
、
汽
車
積
に
し
て
運
送
多
き
た
め
」
で
あ
ろ
う
と
新
聞
は
推
断
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
一
四
年
に
静
岡
、
横
浜
等
の
貿
易
関
係

者
で
つ
く
ら
れ
た
海
運
会
社
静
隆
社
も
鉄
道
開
通
後
は
業
態
が
不
振
で
あ
っ
た
。

東海道線全通前後における東海地方の諸相

東
海
道
線
の
開
通
当
初
は
た
し
か
に
新
聞
が
報
じ
た
よ
う
な
業
務
の
混
乱
が
各
駅
に
お
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
な
く
な

る
と
東
海
道
線
は
ま
っ
た
く
静
岡
県
下
の
港
、
そ
し
て
海
運
会
社
を
も
衰
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
(
第
1
表
)
。
そ
の
う
え
明
治

一
O
年
(
一
八
七
七
)
か
ら
諺
済
と
お
こ
っ
た
旧
宿
駅
制
度
に
か
わ
っ
た
陸
運
会
社
を
も
滅
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
(
第
一
表
)

d 

駿
甲
鉄
道
の
建
設
運
動

こ
う
し
て
鉄
道
の
集
荷
、
輸
送
の
機
能
の
偉
大
さ
を
目
の
あ
た
り
に
み
た
清
水
町
民
は
、
清
水
港
を
発
達
さ
せ
る
の
に
は
後
背
地
と
の

鉄
道
連
絡
を
は
か
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
と
、
駿
河
と
甲
州
を
む
す
ぶ
駿
甲
鉄
道
建
設
の
運
動
を
く
り
返
し
起
し
た
。

こ
の
運
動
は
す
で
に
東
海
道
線
が
開
通
し
て
ま
も
な
い
明
治
二
五
年
(
一
八
九
二
)
五
月
に
「
抑
甲
府
岩
淵
間
ニ
於
ケ
シ
従
来
ノ
関
係

タ
ル
ヤ
甲
信
両
国
エ
輸
出
入
ニ
係
ル
諸
貨
物
ハ
総
テ
岩
淵
ヨ
リ
富
士
川
ノ
便
ニ
ヨ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
ク
、
殊
ニ
東
海
道
開
設
以
来
人
々
ノ
交
通

貨
物
ノ
輯
鞍
日
ニ
月
ニ
頻
繁
ヲ
極
メ
、
現
ニ
岩
淵
停
車
場
ニ
於
テ
集
配
ス
ル
貨
物
及
人
員
等
別
紙
統
計
表
ノ
如
ニ
シ
テ
、
此
人
員
中
其
多

キ
ハ
甲
信
両
国
ヨ
リ
往
復
ス
ル
者
ニ
シ
テ
、
就
中
春
秋
ノ
季
ハ
東
西
諸
国
ヨ
リ
山
梨
県
身
延
山
エ
参
詣
者
彩
シ
ク
、
当
時
人
馬
ノ
交
通
ノ

19 

最
頻
繁
ナ
リ
」
し
か
も
「
岩
淵
ニ
西
隣
ス
ル
所
ノ
清
水
港
ハ
実
ニ
東
海
ノ
要
港
ニ
シ
テ
甲
、
信
、
駿
エ
輸
入
ス
ル
食
塩
、
諸
貨
物
ハ
中
国
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地
方
、
又
ハ
京
浜
地
ニ
総
テ
該
港
ニ
輯
鞍
シ
、
，
夫
レ
ヨ
リ
鉄
道
一
一
ヨ
リ
岩
淵
ニ
至
リ
同
所
ヨ
リ
更
ニ
富
士
川
通
船
ニ
担
載
シ
山
梨
県
下
鰍

沢
、
其
他
各
地
ニ
達
ス
」
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
甲
府
岩
淵
線
の
敷
設
遅
滞
は
「
商
業
上
及
生
産
地
ノ
利
害
最
モ
至
大
ニ
シ
テ
、
今
岩
淵
以

西
清
水
湊
、
静
岡
市
ヲ
始
メ
、
遠
参
両
国
延
テ
ハ
京
坂
神
等
ヨ
リ
甲
信
両
国
エ
輸
出
ス
ル
諸
貨
物
」
の
騰
貴
を
き
た
す
か
ら
は
や
く
そ
の

⑫
 

完
成
を
の
ぞ
む
と
の
請
願
書
の
案
文
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
何
度
と
な
く
貴
衆
両
院
に
請
願
し
た
。
明
治
二
八
年
(
一
八
九
五
)
二

月
に
は
「
拝
啓
小
生
等
謹
テ
芳
フ
ル
ニ
明
治
廿
五
年
法
律
第
五
号
鉄
道
敷
設
法
ヲ
以
テ
予
定
セ
ラ
レ
タ
ル
中
央
鉄
道
線
路
中
、
岩
淵
甲
府

間
ノ
鉄
道
ノ
如
ク
急
要
ナ
ル
ハ
無
之
ト
存
候
、
抑
該
線
路
ハ
東
海
、
東
山
両
道
ノ
連
絡
ヲ
図
リ
、
之
ヲ
大
ニ
シ
テ
ハ
国
家
ノ
経
済
上
及
軍

事
上
ノ
大
効
益
ヲ
来
シ
、
之
ヲ
小
ニ
シ
テ
ハ
駿
、
遠
、
豆
、
参
、
尾
、
甲
、
信
諸
国
ノ
貿
易
殖
産
交
通
運
輸
ヲ
進
捗
セ
シ
ム
ヘ
キ
至
要
ノ

線
路
ト
確
認
致
候
、
然
ル
ニ
該
線
路
ハ
第
二
期
線
中
ニ
編
入
致
サ
レ
候
事
国
家
ノ
為
メ
、
且
ツ
本
県
下
ノ
為
ニ
甚
タ
遺
憾
ニ
堪
ヘ
ス
候
、

夫
故
明
治
廿
五
年
以
来
、
清
水
、
岩
淵
、
静
岡
地
方
、
有
志
相
謀
リ
、
或
ハ
線
路
ノ
実
況
ヲ
調
査
致
シ
、
或
ハ
運
動
委
員
ヲ
出
京
セ
シ

メ
、
再
三
、
再
四
、
貴
、
衆
両
院
及
政
府
当
局
者
ニ
向
テ
該
線
路
ノ
速
成
相
成
様
請
願
致
候
得
共
、
未
タ
小
生
等
ノ
微
衷
ヲ
貫
ク
能
ハ

ス
、
空
シ
ク
一
地
方
少
数
者
ノ
運
動
微
力
ナ
ル
ヲ
嘆
息
致
居
候
、
因
リ
テ
希
ク
ハ
貴
会
議
所
ノ
決
議
ヲ
以
テ
右
工
事
繰
上
ノ
希
望
貫
徹
致

@
 

候
様
充
分
御
運
動
被
下
度
、
特
ニ
別
紙
請
願
書
相
添
右
奉
然
願
候
也
」
と
の
請
願
書
を
作
成
し
た
。

当
時
、
甲
府
か
ら
東
海
道
方
面
へ
の
連
絡
鉄
道
工
事
の
計
画
は
、
第
一
期
と
第
二
期
に
わ
け
ら
れ
て
い
た
。
第
一
期
は
八
王
寺
か
、
御

殿
場
の
い
ず
れ
か
か
ら
甲
府
へ
、
第
二
期
は
甲
府
か
ら
岩
淵
ま
で
で
あ
っ
た
。
請
願
は
第
二
期
計
画
を
第
二
期
に
く
り
あ
げ
て
も
ら
う
こ

と
に
あ
っ
た
。
請
願
の
主
体
と
な
っ
て
運
動
し
た
人
は
清
水
の
町
民
と
富
士
川
村
の
居
住
者
で
あ
っ
た
。
と
く
に
清
水
町
民
の
熱
意
は
大

き
く
、
請
願
書
の
案
文
の
用
紙
が
清
水
町
役
場
の
印
刷
用
紙
を
使
用
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
運
動
は
昭
和
に
な
る
ま
で

つ
づ
け
ら
れ
た
が
、

い
つ
こ
う
は
か
ば
か
し
い
結
果
を
う
ま
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
清
水
港
が
請
願
運
動
中
に
開
港
場
外
特
別
輸
出
港
に



己
の
生
活
の
活
路
を
み
い
だ
そ
う
と
く
り
返
し
努
力
し
た
た
ま
も
の
で
あ
っ
た
。
@
 

つ
い
で
開
港
場
に
な
っ
た
(
明
治
三
二
年
)
こ
と
が
そ
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
清
水
が
自

な
り
(
明
治
二
九
年
)
、

東海道線全i直前後における東海地方の諸相
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五
八
頁

追
記
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
清
水
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
静
岡
大
学
図
書
館
、
静
岡
県
立
葵
文
庫
、
静
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県
議
会
史
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閲

覧
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便
宜
を
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ら
れ
た
。
こ
こ
に
特
に
記
し
て
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。




